
せとまちブランディング推進
　「第3回せとまちブランディング戦
略推進会議」が開催され、観光、メ

ディア、旅行業者などさまざまな分野の委員による意見
交換が行われました。
　瀬戸市のロゴマーク活用やせとまちサポーターの活動
についての検討のほか、委員の南山大学3年の玉村香織さ
んからは、10月に開催された「なごやまつり」で行った瀬
戸市のＰＲについて報告がされました。

11月2日(木)

　文化センターで教育市民
フォーラム「出会い・協働・学び

合い～つながる学び、そして成長し続けること～」が
開催されました。
　式典では、ボランティア活動を通じて子どもたちの
ために尽力いただいている団体などに教育長から感
謝状が贈呈されました。
　また、市内中学校の代表生徒による「英語スピーチ
コンテスト」や「キミチャレ2017」の映像が上映された
ほか、京都造形芸術大学副学長の本間正人氏をゲス
トに招き、「出会い・協働・学び合い」をテーマに、平成
32年4月に開校を予定している小中一貫校や地域協
働について、来場者と対話型のワークショップが行わ
れました。

11月12日(日)

Municipal government topics市 政 ト ピ ッ ク ス

topics

瀬戸の教育の未来に思いをはせるtopics

　瀬戸市だけでは対応が困難な大規模災害への備えの一つとして、宮城
県東松島市および宮城県七ヶ浜町と「災害時相互応援に関する協定」を締

結しました。
　本協定は、瀬戸市から両市町への職員派遣による災害復興支援を通して育まれた「絆」により実現したもので、
資機材や備蓄物資、人的資源をはじめ、救援活動などについて相互に応援する体制を構築し、災害対応力の強化
を図るものです。

11月10日（金）・21日（火）
「災害時相互応援に関する協定」締結topics

いわお

伊藤市長と渥美巖東松島市長 伊藤市長と寺澤薫七ヶ浜町長
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